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 植物は多くの植物病原細菌に共通して存在するフラジェリンなどの病原体関連分子パターン

（Pathogen-associated molecular patterns; PAMPs）を認識し、活性酸素の発生や免疫関連遺伝子の

発現などの PAMP-triggered immunity（PTI）と呼ばれる免疫反応を誘導する。これに対して植物病

原細菌は、自身の持つ Type III 分泌装置（Type III secretion system; T3SS）を介してエフェクター

タンパク質を植物細胞内に分泌することで植物の免疫反応を抑制する Effector-triggered 
susceptibility（ETS）と呼ばれる機構を有している。このような ETS の機構を明らかにするために、

まず、植物病原細菌 Acidovorax avenae のイネ病原性 K1 菌株がイネの PTI を抑制するかどうかを調

べた。K1 菌株をイネ培養細胞に接種し、イネ PTI 誘導活性を有するフラジェリンを処理したところ、

フラジェリンによって誘導される活性酸素発生量が減少し、フラジェリンによって特異的に発現誘導

される OsPAL の発現量も減少した。そこで、K1 菌株の PTI 抑制機構を調べるため、K1 菌株の T3SS
欠損株を作製し、この菌株の PTI 抑制活性を測定した。その結果、PTI の抑制が認められなかったこ

とから、K1 菌株の PTI 抑制にはこの菌株の T3SS から分泌されるエフェクタータンパク質が関与す

る可能性が示唆された。そこで、K1 菌株に存在する ETS エフェクターを同定するために、K1 菌株

のトランスポゾン挿入変異株ライブラリを作製し、この中から ETS 誘導能を欠損した株を選抜する

ことにした。作製したトランスポゾン挿入変異株 4,562 株をイネ培養細胞にそれぞれ接種し、3 時間

後にイネ PTI 誘導活性を有するフラジェリンを処理して活性酸素発生量を測定することで、活性酸素

発生の抑制能が低下した 156 株を得た。そして、これら変異株のトランスポゾン挿入部位を解析する

ことで 68個の遺伝子を同定した。次に、イネに感染した後に発現が増加するK1菌株の遺伝子をRNA-
seq で解析したところ、イネ細胞に感染した後に発現量が 5 倍以上に増加する 1,240 個の遺伝子を同

定した。この発現上昇遺伝子の中にトランスポゾン挿入部位の遺伝子が 16 個存在していたので、こ

れら遺伝子の T3SS 分泌予測を in silico で解析したところ、208 アミノ酸残基で構成される機能未知

のタンパク質が T3SS から分泌される可能性が高いことが予測された。そこで、この遺伝子を K1SF-
1（K1 susceptibility factor 1）と名付け、K1SF-1 破壊株を作製したところ、この変異株は ETS 誘導

能を失っていた。以上のことから、この K1SF-1 遺伝子が新規の ETS エフェクターである可能性が

高いことが示された。 
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